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(54)【発明の名称】 内視鏡用コネクタ装置

(57)【要約】
【課題】ＬＧコネクタのケースに対し、ユニバーサルケ
ーブルをその軸と直交面で気密保持するとともに、制御
ケーブルをその外周面で気密保持することによって、Ｌ
Ｇコネクタの気密性を低下させることなく、組み立て作
業の効率を向上させることのできる内視鏡用コネクタ装
置を提供する。
【解決手段】本発明のＬＧコネクタ３４は、基部４６と
ケース体４８とから構成される。基部４６には、フレー
ム５４が支持され、このフレーム５４にユニバーサルケ
ーブル３２と制御ケーブル４０が固定される。ユニバー
サルケーブル３２は、その軸と直交する当接面６２Ｂに
おいてケース体４８との気密が保持され、制御ケーブル
４０は、その外周面においてケース体４８との気密が保
持される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基部の一方側に、内視鏡手元操作部に接
続される第１ケーブルと、信号処理を行う制御装置に接
続される第２ケーブルとが連結され、前記基部の他方側
に光源装置に連結されるライトガイド棒が設けられると
ともに、前記第１ケーブルの挿通孔と前記第２ケーブル
の挿通孔とを有するケース体によって、前記基部の一方
側が密封される内視鏡用コネクタ装置において、
前記第１ケーブル、前記第２ケーブルのうちの一方のケ
ーブルと、前記ケース体とは、該一方のケーブルの外周
面に設けられた第１シール部材でシールされるととも
に、
前記第１ケーブル、前記第２ケーブルのうちの他方のケ
ーブルと、前記ケース体とは、該他方のケーブルの軸と
直交する面に設けられた第２シール部材でシールされる
ことを特徴とする内視鏡用コネクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡用コネクタ装
置に係り、特に電子内視鏡のユニバーサルケーブルの先
端部に設けられ、プロセッサに接続される制御ケーブル
と、光源装置に接続されるライトガイド棒とが設けられ
た内視鏡用コネクタ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置は、光源装置からの照射
光をライトガイドで伝送して被観察部を照射し、その被
観察部を固体撮像素子（ＣＣＤ）で撮像し、そして、Ｃ
ＣＤから出力される電気信号をプロセッサで画像処理し
て、観察像をモニタＴＶに表示する。このような電子内
視鏡装置は、内視鏡手元操作部から延出されたユニバー
サルケーブルの先端部に、ライトガイドコネクタ（以
下、ＬＧコネクタ）が設けられ、このＬＧコネクタが光
源装置に接続される。
【０００３】図９に示すように、従来のＬＧコネクタ
は、開口部１Ａを有するケース本体１、及びケース本体
１の開口部１Ａを塞ぐ蓋２等から構成される。ケース本
体１には、光源装置に接続されるライトガイド棒３が突
設されるとともに、手元操作部に接続されるユニバーサ
ルケーブル４の端部と、プロセッサに接続される制御ケ
ーブル５の端部とが固定されている。このＬＧコネクタ
は、孔２Ａを介してねじ孔１Ｂに不図示のねじを締結
し、蓋２をケース本体１にねじ止めすることによって組
み立てられる。ところで、内視鏡は使用後に薬液に浸漬
されて洗浄されるため、ＬＧコネクタの気密性を確実に
保持する必要がある。そこで、ケース本体１と蓋２との
間にパッキン６を設け、蓋２をケース本体１にねじ止め
することによってＬＧコネクタの気密性を得るようにし
ている。
【０００４】しかし、図９に示したＬＧコネクタは、ケ
ース本体１の開口部１Ａが大きいため、パッキン６の取
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付誤差やケース本体１及び蓋２の製作誤差等により気密
性を確実に得ることは難しいという問題があった。
【０００５】特開平９－６６０２４号公報には、前記問
題を解消した内視鏡用コネクタ装置が開示されている。
この内視鏡用コネクタ装置は、図１０に示す如く、ライ
トガイド棒３を備えた基部７、及び基部７によって閉塞
される開口８Ａを有するケース体８等から構成される。
開口部８Ａは、図９の開口部１Ａよりも小さく、よっ
て、図９のコネクタで生じた気密性の問題を解消でき
る。なお、ユニバーサルケーブル４、及び制御ケーブル
５は、ケース体８に形成された取付孔８Ｂ、８Ｃに挿通
され、基部７に接続される。このコネクタは、ケース体
８を基部７側にスライドさせた後、押さえ環９Ａ、９Ｂ
をそれぞれユニバーサルケーブル４の端部、制御ケーブ
ル５の端部に螺合させることによって組み立てられる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
９－６６０２４号公報記載の内視鏡用コネクタ装置は、
基部７にケース８を組み付ける際に、ユニバーサルケー
ブル４、制御ケーブル５の二本のケーブルとケース体８
とをシールする必要があるが、このシール構造について
は開示されていない。
【０００７】本発明はこのような事情に鑑みて成された
もので、コネクタ装置のケース体とケーブルとの気密性
を得ることができるとともに、組立作業性を向上させる
ことのできる内視鏡用コネクタ装置を提供することを目
的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は前記目的を達成
するために、基部の一方側に、内視鏡手元操作部に接続
される第１ケーブルと、信号処理を行う制御装置に接続
される第２ケーブルとが連結され、前記基部の他方側に
光源装置に連結されるライトガイド棒が設けられるとと
もに、前記第１ケーブルの挿通孔と前記第２ケーブルの
挿通孔とを有するケース体によって、前記基部の一方側
が密封される内視鏡用コネクタ装置において、前記第１
ケーブル、前記第２ケーブルのうちの一方のケーブル
と、前記ケース体とは、該一方のケーブルの外周面に設
けられた第１シール部材でシールされるとともに、前記
第１ケーブル、前記第２ケーブルのうちの他方のケーブ
ルと、前記ケース体とは、該他方のケーブルの軸と直交
する面に設けられた第２シール部材でシールされること
を特徴としている。
【０００９】本発明によれば、第１ケーブル、第２ケー
ブルの二つのケーブルのうち、一方のケーブルとケース
体とを該一方のケーブルの外周面でシールするととも
に、他方のケーブルとケース体とをその軸と直交する面
でシールする構造とした。このような構造にすることに
よって、気密性を低下させることなく、組立性を向上さ
せることができる。
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【００１０】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る内視鏡用コネクタ装置の好ましい実施の形態について
詳説する。
【００１１】図１は、本発明に係る内視鏡用コネクタ装
置が取り付けられた電子内視鏡装置１０の全体構成図で
ある。
【００１２】同図に示す電子内視鏡装置１０は、電子内
視鏡１２、光源装置１４を内蔵したプロセッサ（制御装
置に相当）１６、及びモニタＴＶ１８等を備えている。
これらのプロセッサ１６及びモニタＴＶ１８は、走行自
在なラック２０に収納されている。
【００１３】電子内視鏡１２は、手元操作部２２を備え
ており、この手元操作部２２には、体内に挿入される挿
入部２４が接続され、挿入部２４の先端には湾曲部２６
を介して先端硬質部２８が設けられている。湾曲部２６
は、操作部２２に設けられたノブ３０を回動させること
により、遠隔的に湾曲操作される。先端硬質部２８の端
面には、図示しない対物レンズ、照射窓等が配設され、
対物レンズの内側には固体撮像素子（ＣＣＤ）が設けら
れている。
【００１４】手元操作部２２からは、ユニバーサルケー
ブル（第１ケーブルに相当）３２が延出されている。ユ
ニバーサルケーブル３２には、光源装置１４からの照射
光を先端硬質部２８の照射窓に伝送するライトガイド、
ＣＣＤからの電気信号を伝送する信号ケーブル等が挿通
されており、ライトガイドは、ＬＧコネクタ３４を介し
て光源装置１４側のコネクタ３６に接続されている。こ
れにより、光源装置１４からの照射光は、ライトガイド
を介して伝送されて、先端硬質部２８の照射窓から被観
察部に照射される。一方、信号ケーブルは、ＬＧコネク
タ３４から延出された制御ケーブル（第２ケーブルに相
当）４０に挿通され、電気コネクタ４２を介してプロセ
ッサ１６のコネクタ４４に接続される。これにより、Ｃ
ＣＤから出力される電気信号はプロセッサ１６に伝送さ
れる。
【００１５】図２及び図３に示すように、ＬＧコネクタ
３４は、合成樹脂製の基部４６とケース体４８とによっ
て略直方体に形成されている。基部４６には、光源装置
１４のコネクタ３６に接続される接続部５０が設けられ
ており、この接続部５０にライトガイド棒５２が突設さ
れている。また、基部４６には、接続部５０の反対側に
フレーム５４が支持されている。フレーム５４の内部に
は、電気信号を映像信号に処理する信号処理回路が設け
られた電子基板５６が取り付けられている。また、フレ
ーム５４には、ユニバーサルケーブル３２の先端部３２
Ａと制御ケーブル４０の先端部４０Ａが、ねじ５７、５
７、…によって固定されている。
【００１６】一方、ケース体４８は、フレーム５４を収
納する収納スペースを内部に有するとともに、基部４６

4
側に開口部４８Ａが形成されている。開口部４８Ａと対
向する面には、ユニバーサルケーブル３２用の取付孔４
８Ｂと、制御ケーブル４０用の取付孔４８Ｃが形成され
る。ケース体４８の開口部４８Ａの周囲には、凸条部５
８が略環状に形成されており、この凸条部５８が基部４
６の凹条溝４６Ａに嵌合される。凹条溝４６Ａの内側に
は、Ｏリング６０が配設されており、Ｏリング６０によ
って、基部４６とケース体４８とがシールされる。
【００１７】ケース体４８は、凸条部５８を凹条溝４６
Ａに嵌合させた後、押さえ環７２をユニバーサルケーブ
ル３２の先端部３２Ａに螺合するとともに、押さえ環７
６を制御ケーブル４０の先端部４０Ａに螺合することに
よって固定される。
【００１８】図４に示すように、ユニバーサルケーブル
３２は、先端部３２Ａの外径Ｄ１が、ケース体４８の取
付孔４８Ｂの内径よりも若干小さく形成されている。し
たがって、先端部３２Ａを取付孔４８Ｂに挿入すると、
先端部３２Ａと取付孔４８との間には若干の隙間が形成
される。
【００１９】先端部３２Ａの端面には、フランジ６２が
形成されている。フランジ６２は、先端面６２Ａがフレ
ーム５４に連結され、先端面６２Ａの反対側には、ケー
ス体４８に当接する当接面６２Ｂが形成されている。当
接面６２Ｂは、ケース体４８の凸条部５８を基部４６の
凹条溝４６Ａに嵌合した際に、ケース体４８に当接する
ようになっている。当接面６２Ｂには、環状の溝６２Ｃ
が形成され、この溝６２ＣにＯリング（第２シール部材
に相当）６４が嵌め込まれる。フランジ６２とケース体
４８とは、このＯリング６４によってシールされる。即
ち、ユニバーサルケーブル３２とケース体４８とのシー
ル構造は、ユニバーサルケーブル３２の軸と直交する面
に設けられるとともに、ユニバーサルケーブル３２の軸
方向に押し付けられてシール性を確保している。
【００２０】一方、制御ケーブル４０は、図５に示すよ
うに、先端部４０Ａの外径Ｄ２が、取付孔４８Ｃの径と
略同じ径で形成されており、先端部４０Ａが取付孔４８
Ｃに嵌入される。先端部４０Ａの外周面には、溝６６が
形成されており、この溝６６にＯリング（第１シール部
材に相当）６８が嵌め込まれる。先端部４０Ａと取付孔
４８Ｃは、このＯリング６８によってシールされる。即
ち、制御ケーブル４０は、ケース体４８とのシール構造
は、制御ケーブル４０の外周面に設けられるとともに、
制御ケーブル４０の軸方向に対して直交方向に押し付け
られてシール性を確保している。
【００２１】図６に示すように、ＬＧコネクタ３４に
は、吸引配管具７８、送気・送水配管具７９、Ｓ端子８
０、通気コネクタ８１が設けられている。吸引配管具７
８、及び送気・送水配管具７９は、基部４６に配設され
ており、Ｓ端子８０、及び通気コネクタ８１は、ケース
体４８に配設されている。



(4) 特開２００２－２１４５３９

10

20

30

40

50

5
【００２２】吸引配管具７８は  図示しない吸引器から
のチューブを接続するコネクタであり、基部４６の内側
には吸引チューブ（不図示）が接続される。吸引チュー
ブは、ユニバーサルケーブル３２に挿通され、図１の手
元操作部２２に設けられた吸引バルブ２３を介して、先
端硬質部２８の吸引口（不図示）に接続される。そし
て、吸引バルブ２３を操作することにより、切除された
病変部等を吸引口から吸引することができる。
【００２３】送気・送水配管具７９は、図示しない送水
タンクからのチューブを接続するコネクタであり、基部
４６の内側には、送気・送水チューブ（不図示）が接続
される。送気・送水チューブは、ユニバーサルケーブル
３２に挿通され、図１の手元操作部２２に設けられた送
気・送水バルブ２５を介して先端硬質部２８に形成した
送気・送水孔に接続される。そして、送気・送水バルブ
２５を操作することにより、空気又は送水タンクからの
水が送気・送水孔から噴射される。
【００２４】Ｓ端子８０は、図示しない電気手術器（電
気メス）を使用する際にＳコードを接続する端子であ
り、ケース体４８の内側には、リード線８３が接続され
る。
【００２５】通気コネクタ８１は、電子内視鏡１２の気
密性を検査する際に気密テスターを接続するコネクタで
ある。
【００２６】上記の如く、基部４６に吸引配管具７８を
配設すると、ＬＧコネクタ３４の組立性を向上させるこ
とができる。即ち、図１１に示すようにケース体８側に
吸引配管具８８を配設した場合には、チューブに接続す
るための接続パイプ８９をフレーム９０に固定した後、
ケース体８を基部７側にスライドさせ、取付孔９１から
吸引配管具８８を挿入し、接続パイプ８９に接続してケ
ース体８に固定することになる。この場合、接続パイプ
８９の固定位置とケース体８の取付孔９１の位置合わせ
が複雑となる。しかし、ＬＧコネクタ３４では、吸引配
管具７８を基部４６側に配設し、接続パイプ８９に直接
繋ぐ構成としているため、吸引配管具７８との位置合わ
せが必要なくなり、ＬＧコネクタ３４の組立性が向上す
る。
【００２７】次に、ＬＧコネクタ３４の組み立て方法に
ついて説明する。
【００２８】まず、図３に示すように、カバー７５、押
さえ環７２に挿通したユニバーサルケーブル３２をケー
ス体４８の取付孔４８Ｂに挿入し、先端部３２Ａをフレ
ーム５４に固定する。同様に、カバー７７、押さえ環７
６を挿通した制御ケーブル４０をケース体４８の取付孔
４８Ｃに挿入し、先端部４０Ａをフレーム５４に固定す
る。
【００２９】次に、基板５６の取付作業や配線作業等の
各種作業が終了した後、ケース体４８を基部４６側にス
ライドさせる。そして、ユニバーサルケーブル３２の先
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端部３２Ａをケース体４８の取付孔４８Ｂに遊嵌させる
とと同時に、制御ケーブル４０の先端部４０Ａをケース
体４８の取付孔４８Ｃに嵌入させる。
【００３０】次に、ケース体４８の凸条部５８を基部４
６の凹条溝４６Ａに嵌合させる。そして、押さえ環７２
を先端部３２Ａの雄ねじ７０に螺合させるとともに、押
さえ環７６を先端部４０Ａの雄ねじ７６に螺合させて、
ケース体４８を固定する。次いで、カバー７５をユニバ
ーサルケーブル３２に沿ってケース体４８側にスライド
させて先端部３２Ａに嵌め込むとともに、カバー７７を
制御ケーブル４０に沿ってケース体４８側にスライドさ
せて先端部４０Ａに嵌め込む。これにより、ＬＧコネク
タ３４の組み立て作業が終了する。
【００３１】次に上記の如く構成されたＬＧコネクタ３
４の作用について、図７及び図８に示すコネクタと比較
して説明する。
【００３２】図７に示すコネクタは、ユニバーサルケー
ブル８２と制御ケーブル４０の両方が、外周面でシール
されている。即ち、ユニバーサルケーブル８２の先端部
８２Ａは、取付孔４８Ｂに嵌入されるとともに、その外
周面にはＯリング８４が配設されている。このコネクタ
を組み立てる際、ユニバーサルケーブル８２の先端部８
２Ａを取付孔４８Ｂに嵌入すると同時に、制御ケーブル
４０の先端部４０Ａを取付孔４８Ｃに嵌入しなければな
らない。したがって、二つのケーブルを同時にケース体
４８の取付孔４８Ｂ、４８Ｃに嵌入させるため、組立性
が悪いという欠点がある。また、二つのケーブルの固定
位置がずれていると、ケーブルが取付孔４８Ｂ、４８Ｃ
に嵌入されず、コネクタを組み立てられない場合もあ
る。
【００３３】一方、図８に示すコネクタは、ユニバーサ
ルケーブル３２と制御ケーブル８５の両方が、そのケー
ブルの軸と直交する面でシールされている。即ち、制御
ケーブル８５の先端部８５Ａにはフランジ８６が形成さ
れ、このフランジ８６の当接面８６Ｂがケース体４８に
当接されるとともに、当接面８６Ｂに配設したＯリング
８７によってフランジ８６とケース体４８とがシールさ
れる。また、制御ケーブル８５は、先端部８５Ａがケー
ス体４８の取付孔４８Ｃよりも若干小さく形成され、先
端部８５Ａとケース体４８との間に若干の隙間が形成さ
れるようになっている。
【００３４】図８のコネクタは、ユニバーサルケーブル
３２、制御ケーブル８５の両方を、ケース体４８の取付
孔４８Ｂ、４８Ｃに遊嵌させればよいので、ケース体４
８を容易にスライドさせて組み立てることができる。
【００３５】しかし、図８のコネクタは、ケース体４８
の気密性を得るため、ユニバーサルケーブル３２の当接
面６２Ｂと制御ケーブル８５の当接面８６Ｂとをケース
体４８に同時に当接させなければならない。したがっ
て、ユニバーサルケーブル３２の先端部３２Ａや電気コ
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ネクタ８５の先端部８５Ａ等に非常に高い加工精度が要
求されるため、コストが高いという欠点がある。また、
加工精度が悪く、当接面６２Ｂと当接面８６Ｂとが同時
にケース体４８に当接しない場合には、これらの場所の
シールが不完全になり、コネクタの気密を確実に保持で
きないおそれもある。
【００３６】これに対し、本実施の形態のＬＧコネクタ
３４は、ユニバーサルケーブル３２がその軸と直交する
面でシールされ、制御ケーブル４０がその外周面でシー
ルされる構造である。したがって、制御ケーブル４０を
取付孔４８Ｃに嵌入させて制御ケーブル４０とケース体
４８とをシールしながら、さらにケース体４８を基部４
６側にスライドさせてユニバーサルケーブル３２の当接
面６２Ｂをケース体４８に当接させ、ユニバーサルケー
ブル３２とケース体４８とをシールさせることができ
る。即ち、制御ケーブル４０側の気密性を保持しなが
ら、ユニバーサルケーブル３２側の気密性を得ることが
できる。これにより、ＬＧコネクタ３４の気密性を確実
に保持することができる。
【００３７】また、ＬＧコネクタ３４を組み立てる際、
制御ケーブル４０の先端部４０Ａを取付孔４８Ｃに嵌入
させる一方で、ユニバーサルケーブル３２の先端部３２
Ａを取付孔４８Ｂに遊嵌させている。したがって、制御
ケーブル４０側を基準としてケース体４８を若干揺動さ
せることができるので、制御ケーブル４０とユニバーサ
ルケーブル３２とを容易に取付孔４８Ｂ、４８Ｃに挿入
できる。これにより、ＬＧコネクタ３４を容易に組み立
てることができる。
【００３８】このように本実施の形態のＬＧコネクタ３
４は、気密性を低下させることなく、組立性を向上させ
ることができる。
【００３９】なお、上述した実施の形態では、ユニバー
サルケーブル３２とケース体４８とをユニバーサルケー
ブル３２の軸と直交する面でシールし、制御ケーブル４*
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*０とケース４８とを制御ケーブル４０の外周面でシール
したが、反対にユニバーサルケーブル３２をその外周面
でケース体４８とシールし、制御ケーブル４０をその軸
と直交する面でケース体４８とシールしてもよい。
【００４０】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る内視鏡
用コネクタ装置によれば、第１ケーブルと第２ケーブル
の一方をケーブルの外周面でケース体とシールし、他方
のケーブルをその軸と直交する面でケース体とシールす
る構造としたので、気密性を得るとともに、組立性を向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る内視鏡用コネクタ装置を用いた電
子内視鏡装置を示す全体構成図
【図２】ＬＧコネクタを示す側面図
【図３】ＬＧコネクタの組立図
【図４】図２のＡ部拡大図
【図５】図２のＢ部拡大図
【図６】ＬＧコネクタの平面図
【図７】ユニバーサルケーブルを外周面で気密した比較
例を示すコネクタの側面図
【図８】制御ケーブルを軸と直交する面で気密した比較
例を示すコネクタの側面図
【図９】従来の内視鏡用コネクタの側面図
【図１０】従来の内視鏡用コネクタの側面図
【図１１】従来の内視鏡用コネクタの平面図
【符号の説明】
１０…電子内視鏡装置、１２…電子内視鏡、１４…光源
装置、１６…プロセッサ、１８…モニタＴＶ、２２…手
元操作部、２４…挿入部、３２…ユニバーサルケーブ
ル、３４…ＬＧコネクタ、４０…制御ケーブル、４６…
基部、４８…ケース体、５２…ライトガイド棒、５４…
フレーム、５６…基板

【図２】
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